
六
月
か
ら
「
感
染
症
予
防
対
策
」

の
ル
ー
ル
付
加
さ
れ
た
形
で
公
民

館
の
閉
館
が
解
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
の
公
民
館
の
ス
タ
ン

ス
は
利
用
団
体
に
向
け
て
「
感
染

症
予
防
対
策
」
の
ス
キ
ル
を
伴
っ

た
公
民
館
内
貸
館
シ
ス
テ
ム
の
浸

透
と
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
最
優
先

事
項
と
し
て
プ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る

こ
れ
は
公
民
館
利
用
団
体
や
町
会
、

老
人
会
等
で
公
民
館
を
使
用
す
る

場
合
は
平
均
年
齢
が
七
十
歳
以
上

に
な
る
た
め
で
、
今
回
の
ウ
ィ
ル

ス
は
高
齢
者
に
被
害
を
与
え
る
と

言
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

そ
の
部
門
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、

次
は
季
節
に
見
合
っ
た
事
業
企
画

を
立
案
の
段
階
と
な
る
。
今
回
苦

慮
し
て
い
る
の
は
国
連
か
ら
コ
ロ

ナ
の
第
二
波
が
発
生
し
た
ら
死
亡

者
は
五
百
万
人
近
く
に
な
る
と
い

う
予
測
発
表
で
九
月
の
段
階
で
の

世
界
情
勢
の
推
移
を
見
な
け
れ
ば

安
易
な
計
画
設
定
が
出
来
な
い
と

い
う
事
を
、
ご
理
解
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
申
し
上
げ
ま
す
。

館

長

小
倉
敏
行
（
栄
町
）

主

事

山
本
昭
彦
（
栄
町
）

協
力
員

石
井
節
子
（
木
崎
一
町
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
事
務
局
の
勤
務
（
三
名
）

館
長
・
活
動
協
力
員
は
非
常
勤

勤
務
。
主
事
の
勤
務
は
（
月
・

水
・
木
）
の
週
三
日
。

公
民
館
運
営
審
議
委
員
の
組
織
に

つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
開
催
が
で

き
て
い
な
い
の
で
次
号
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

体
育
協
会
太
田
支
部
お
知
ら
せ

常
陸
太
田
市
体
育
協
会
よ
り
体

協
計
画
の
行
事
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
」
の
感
染
症
に
伴
う
対

策
か
ら
中
止
予
定
に
な
る
旨
の
連

絡
が
あ
り
、
太
田
支
部
も
こ
れ
を

受
け
以
下
の
決
定
を
行
い
ま
し
た

◎
本
年
度
の
太
田
支
部
の
行
事
計

画
は
全
て
休
止
と
す
る
事
。

◎
太
田
支
部
の
会
合
、
全
体
会
議

な
ど
も
自
粛
す
る
事
。

◎
前
年
度
決
算
、
新
年
度
事
業
計

画
並
び
に
新
予
算
の
策
定
は
次
年

度
に
繰
り
越
し
す
る
事

来
年
度
、
新
た
に
総
会
を
招
集
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

感
染
症
予
防
対
策
に
対

応

し

て

行

事

企

画

は

「
万
が
一
」
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
の
立
案
と

な
り
ま
す
。
八
～
九
月

ぐ
ら
い
の
段
階
で
感
染

の
流
れ
が
良
い
ほ
う
に

向
け
ば
左
記
の
企
画
を

発
表
し
、
参
加
人
員
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

◎
近
隣
の
バ
ス
視
察
研
修

◎
高
齢
者
学
級
（
感
染
症
予
防
）

◎
高
齢
者
学
級
（
健
康
推
進
）

◎
お
れ
お
れ
詐
欺
対
策
講
座

◎
郷
土
料
理
教
室
（
そ
ば
が
き
）

◎
秋
の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

◎
映
画
研
究
会

◎
救
命
講
習
会

◎
簡
単
体
操
の
講
習
会

を
企
画
す
る
予
定
で
す
。

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
公
民
館
の
利
用
時
間
は
午
前
九

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で
す
。

（
時
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
調
理
室
の
ガ
ス
台
が
２
台
新
し

く
な
り
ま
し
た
。

◎
和
室
の
障
子
の
張
替
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て

新
し
く
な
り
ま
し
た
。

◎
今
年
度
は
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
』
の
流
行
に
伴
い
、
今
後

の
見
通
し
が
不
安
定
な
状
態
に

あ
り
ま
す
。
公
民
館
の
事
業
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度

の
案
内
を
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

◎
利
用
団
体
の
年
会
費
は
、
公
民

館
で
、
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
何
と
ぞ
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
活
動
計
画
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
世
界
的

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
応
し
日
本

国
内
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
に

影
響
を
受
け
た
関
係
か
ら
公
民
館

の
閉
館
明
け
の
六
月
か
ら
の
活
動

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
業
務
は
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
中
心
に
利

用
団
体
に
向
け
た
館
貸
運
営
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
七
月
、
八
月
は
秋
口
以

降
の
行
事
、
講
座
な
ど
の
策
定
作

業
に
入
り
ま
す
が
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
状
況
と
見
合
い
と
な
る
予

定
で
す
。
国
連
で
の
第
二
波
発
生

以
降
の
世
界
の
被
害
予
測
の
数
値

が
大
き
く
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

令
和
二
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

三
ヶ
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨

年
四
月
か
ら
太
田
公
民
館
長
の
任

を
受
け
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
か
ら
館
長
と
し
て
の
仕
事

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
あ
っ
と
い

う
間
の
一
年
で
し
た
。
公
民
館
が

地
域
に
果
た
す
役
割
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
各
種
団
体
の
方
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

等
々
、
手
探
り
状
態
で
進
め
て
き

た
の
も
事
実
で
す
。
そ
の
間
、
公

民
館
の
主
催
事
業
に
も
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
本
年

三
月
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
」
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

公
民
館
の
貸
館
が
休
止
に
な
り
、

利
用
団
体
の
使
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
」
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て

言
う
ま
で
も
な
く
世
界
的
な
流
行

の
中
で
日
本
も
懸
命
な
対
策
を
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
も
市
の
事
務
局
や
他
の
公

民
館
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
運

営
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す

六
月
か
ら
は
公
民
館
の
使
用
も
幾

つ
か
の
条
件
付
き
で
の
使
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
各
種
サ
ー
ク

ル
活
動
の
方
々
に
は
「
感
染
防
止
」

を
念
頭
に
ル
ー
ル
を
お
守
り
戴
き

使
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
回
の
事
か
ら
「
新
し
い

生
活
様
式
」
と
い
う
こ
と
が
意
識

さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー

ク
や
会
社
組
織
の
再
編
等
、
一
人

で
仕
事
を
す
る
機
会
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
場
が
縮
小
す
る
こ
と

に
懸
念
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て
は

変
更
な
ど
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
づ
く
り
を
基
本
に
各
種
事

業
に
取
り
組
め
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
の
勢

い
は
衰
え
ず
「
万
が
一
」
を
忘
れ

ず
に
ル
ー
ル
を
守
り
公
民
館
を
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

館
内
利
用
制
限

六
月
の
開
館
以
降
、
公
民
館
で
は

館
内
の
ウ
ィ
ル
ス
対
策
が
新
た
に

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
自
宅
で
の
検
温
を
お
願
い
し

ま
す
。
三
十
七
・
五
度
以
上

の
体
温
が
あ
る
方
は
公
民
館

に
入
れ
ま
せ
ん
。

②
原
則
的
に
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

③
入
館
時
に
は
、
手
指
の
消
毒

を
お
願
い
し
ま
す
。

④

一
時
間
に
一
度
の
換
気
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
密
閉
、
密
集
、
密
接
に
な
る

行
動
を
避
け
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

⑥
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
た
め
利

用
当
日
の
参
加
者
名
簿
の
提

出
を
新
た
に
お
願
い
し
ま
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご
利
用
し
た

テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
等
を
備
え
付
き

の
消
毒
液
・
キ
ッ
チ
ン
タ
オ
ル
で

拭
い
て
か
ら
片
付
け
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
公
民
館
で
は
感
染
対
策
の

た
め
に
右
記
の
対
応
を
利
用
団
体

の
皆
様
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
様
が
心
楽
し
く
活
動
を
す
る
た

め
に
新
た
に
設
定
さ
れ
た
行
動
様

式
を
順
守
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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太
田
支
部
長

野
邊
英
夫

東
一
町

太
田
副
支
部
長

秋
野
倉
造

中
城
町

代

議

員

福
田
亘
男

内
堀
町

運
営
委
員

吉
井
隆
礼

宮
本
町

運
営
委
員

中
沢
範
義

内
堀
町

運
営
委
員

秋
野
倉
造

中
城
町

運
営
委
員

樋
田
紀
男

栄
町

運
営
委
員

寺
門
恒
夫

金
井
町

運
営
委
員

野
邊
英
夫

東
一
町

運
営
委
員

大
須
賀
克
己

東
二
町

運
営
委
員

前
島
義
博

東
三
町

運
営
委
員

須
藤
幸
夫

木
崎
一
町

運
営
委
員

尾
崎
孝
司

木
崎
二
町

運
営
委
員

佐
藤
初
治

山
下
町

運
営
委
員

豊
田
悦
男

西
三
町

運
営
委
員

大
和
田
靖

西
二
町

運
営
委
員

桑
原
利
明

西
一
町

運
営
委
員

高
坂
雅
博

寿
町

運
営
委
員

福
田
亘
男

内
堀
町

専
門
委
員

秋
野
倉
造

中
城
町

専
門
委
員

樋
田
紀
男

栄
町

専
門
委
員

大
貫
直
子

中
城
町

専
門
委
員

野
邊
英
夫

東
一
町

専
門
委
員

瀬
賀
久
美
子

寿
町

専
門
委
員

飯
田
和
子

塙
町

専
門
委
員

古
平

均

山
下
町

事
務
局

山
本
昭
彦

太
田
公
民
館

登
録
さ
れ
て
い
る
利
用
団
体
は
社
会
福
祉
協
議
会
太
田

支
部
、
姿
の
会
、
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
太
田
、
四
季

の
会
、
小
原
手
編
み
サ
ー
ク
ル
ピ
ュ
ア
内
堀
・
宮
本
の

会
、
輪
の
会
、
鯨
ヶ
丘
体
操
会
よ
そ
お
い
会
、
霞
朗
詠

会
、
太
田
短
歌
の
会
、
実
用
英
会
話
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
、
ポ
ッ
ケ
、
大
正
琴
み
や
び
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
、
や
ま
ぶ
き
ス
ク
ェ
ア
︱
ス
テ
ッ
プ
、
ス
ペ
ー
ス
・

ハ
グ
、
常
陸
太
田
ビ
デ
オ
研
究
会
、
か
わ
せ
み
、
絵
手

紙
、
ヨ
ガ
教
室
、
七
宝
焼
き
教
室
、
生
け
花
教
室
、
た

ま
す
だ
れ
、
母
子
福
祉
会
、
レ
ッ
ツ
シ
ェ
ー
プ
ア
ッ
プ
、

歌
声
教
室
、
健
康
麻
雀
教
室
、
社
交
ダ
ン
ス
教
室
。

（
他
活
動
休
止
団
体
複
数
あ
り
）

こ
の
よ
う
に
太
田
公
民
館
の
利
用
団
体
は
通
年
３
０
～

４
０
団
体
の
活
動
が
見
ら
れ
公
民
館
内
の
大
会
議
室
、

小
会
議
室
、
和
室
、
調
理
室
が
利
用
団
体
の
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

更
に
国
政
や
地
方
選
挙
で
は
投
票
所
と
し
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
行
政
の
説
明
会
や
、
各
町
会
（
十
六
町
会
）

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、
子
ど
も
会
等
の
集
会
場
や
拠
点

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
体
育
協
会
太
田
支
部
と
の
共
催
事
業
、
公
民
館

主
催
の
講
座
、
講
演
、
高
齢
者
学
級
等
の
公
民
館
行
事
、

十
六
町
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
形
で
の
「
敬
老
会
」

へ
の
全
面
協
力
等
は
「
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
地
域

住
民
の
知
識
、
文
化
、
健
康
の
向
上
」
を
目
標
と
す
る

太
田
公
民
館
の
活
動
目
標
と
重
な
り
、
い
っ
そ
う
の
充

実
を
今
後
と
も
は
か
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

公民館関係団体
体育協会太田支部

利用団体・他

令
和
二
年
度
三
月
初
旬
か
ら
の
施
設
休
館
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」

に
対
す
る
国
家
的
な
感
染
防
止
対
策
の
一
環
で
あ
っ
た
が
、
閉
館
は
五
月

ま
で
ず
れ
込
み
当
初
の
年
間
計
画
と
は
異
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
計

画
自
体
は
前
年
度
の
流
れ
と
は
大
差
が
な
い
内
容
で
あ
っ
た
が
四
分
の
一

期
に
相
当
す
る
事
業
計
画
が
全
て
中
止
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
今
後
も
不
安
定
な
要
素
は
隠
せ
な
い
活
動
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

計
画
策
定
の
方
向

公
民
館
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介

下半期公民館行事予定

公民館報

太田公民館

313-0061
常陸太田市
中城町 144-4
☎ /fax 72-5590

太
田
公
民
館
だ
よ
り

新型コロナウィルスの影響が多大に

日
頃
よ
り
太
田
公
民
館
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
ご
支
援
、
ご
協

力
を
戴
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」
の
世

界
的
な
流
行
に
伴
い
国
・
県･

市

で
も
様
々
な
対
応
策
が
講
じ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
も
三
月
か
ら
五
月
末
ま
で

「
感
染
拡
大
防
止
」
の
た
め
に
貸

館
の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
例
年
実
施
し
て
お
り

ま
す
「
太
田
地
区
敬
老
会
」
に
つ

き
ま
し
て
も
主
催
団
体
で
あ
る
十

六
の
市
内
町
内
会
の
会
長･

社
会

福
祉
協
議
会
太
田
支
部
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
で
協
議
の
結
果

「
中
止
」
す
る
事
と
い
た
し
ま
し

た
。
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
例
年

参
加
者
が
約
二
百
名
以
上
、
会
場

が
三
百
名
収
容
で
「
三
密
」
状
態

が
避
け
ら
れ
な
い
事
、
送
迎
の
バ

ス
が
「
密
」
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
等
、
感
染
症
対
策
で
自
粛

が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
「
万
が

一
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た

結
果
で
す
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
た
方
々
も
お
ら
れ
た
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
計
画
を
策
定
中

太
田
公
民
館

令
和
二
年
度
の「
敬
老
会
中
止
」

四
月
よ
り
新
年
度
の
計
画
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
３
月
初
旬
よ
り

五
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
応
す
る
た
め
に

公
民
館
が
閉
館
と
な
り
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
は
６
月
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
の
役
割

太
田
公
民
館
長

小
倉
敏
行

覧回


